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建築物の外部情報をモデリングする手法「ExBIM」を提案、

社会課題への応用可能性を示す
Proposing “ExBIM,” a modeling method based solely on external building 

information, with potential applications to various societal challenges.

石澤 宰, 村井 一, 豊田 啓介. (2025) ExBIM: 建築の外部性を捉えるモデリング手法, 
生産研究, 77(1), pp.97-101. DOI: 10.11188/seisankenkyu.77.97
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詳細はこちらから

ExBIM｜建築の外部性を捉えるモデリング手法

https://doi.org/10.11188/seisankenkyu.77.97


ExBIMが必要とされる背景
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● 建築外部の情報は内部に比べて整備が進みにくい

● 既存建物のモデル化は、自動化・簡便化なしには進まない

● 建築産業向けに精緻なモデルが、他産業で使いやすいとは限らない

ExBIMは既存の標準を置き換える

ものではなく、それらを補完し、よ

り運用可能な状況適応型の情報設

計を支援する立場を考える。

ExBIM｜建築の外部性を捉えるモデリング手法

詳細はこちらから



4

補助事業の名称 建築GX・DX推進事業（調査・評価及び普及・広報事業）

事業完了の期日 ～令和8年3月13日

事業の目的 本提案は、現状建設目的に整備され、その用途が建設業態に限定されている従来の

BIM（Building Information Modeling）の枠組みを拡張し、増大する空間のデジタル記

述データを汎用的に整備すること、並びにその広範な社会価値化を実現するために、

新たなBIMデータ領域「ExBIM」を定義し、その標準的な取得、整備、更新及び活用の仕

組みの構築を目指すものである。

これらにより、建築確認の環境整備に留まらず、都市全体のデジタルツインとしての都

市データの整備、及び自律走行、XR、AI等の広域産業分野における活用促進を通じ、

建設業界全体の産業価値化に寄与することを目指す。

事業の内容 ワーキンググループによる月2回程度の会議に加え、現状及び課題に関する調査と分

析、データ仕様に関する検証業務。

関連学会等への参加による調査や文献調査などが含まれる。

事業の詳細はこちらから

ExBIM｜建築の外部性を捉えるモデリング手法
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